
ESCO事業者

◎省エネルギー手法

事例名称

◎設備概要
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株式会社ルミネ北千住店
省エネルギーESCO事業

株式会社山武

契約電力 3,600kW　　　　　　　　　　　　　　
階数 地上10 階
延べ床面積 37,097.1m2

受電電圧 22,000V
空調設備 吸収式冷温水機
冷凍容量 500RT × 3 台、100RT × 2 台
加熱容量 13,550MJ/h
空調方法 単一ダクト方式、パッケージ空調機

空調機外気取入れ制御
空調用ファンのインバータ化
空調温度設定値ゆらぎ制御
冷水 2 次ポンプ送水圧力制御
冷温水発生機最適台数制御
階段室誘導灯自動点灯制御

室内 CO2 濃度により外気取入れ量の判断を行う
空調機にインバータをつけ、風量可変制御
閑散時 / 繁忙時の自動設定値緩和制御
ポンプにインバータを付け、変流量制御及び最適差圧調整弁制御
負荷側熱量による冷温水発生機最適運転台数制御
人感センサによる階段誘導灯の自動 ON/OFF 制御

●契約　2003年
●ファイナンス
施主の自己資金
●支援策の利用
エネルギー使用合理化事業者支援事業
●契約方式と契約期間
ギャランティード・セイビングス契約  3年間
●施主受益（セールスポイント）
設備改修・改善、運用改善、それらを総合して環
境を損なわないで省エネを実現する。（エネル
ギー効率の向上、空調負荷の最適化、設備運用
効率向上、BEMSによるエネルギーデータの詳
細把握）
●施主コメント
お客様へのサービスレベルを落とさずにコスト
ダウンが図れる、という大きな成果が期待でき
る。また、省エネ法、環境確保条例といった法規
制、環境ISO等への対応としても効果的である。
●導入時の問題点とその解決策
省エネ効果を最大限に引き出すための初期
チューニングに数か月の時間を要した。これに
ついて施主、管理、ESCO事業者が三位一体で定
期的に省エネミーティングを開催し、情報交換を
密に行うことにより、より高い成果を引き出すこ
とが可能となった。

エネルギー削減量33,458 GJ / 年

●一次エネルギー
　消費量〔GJ/年〕

●エネルギー消費原単位
　〔MJ/m2･年〕

改修前（基準消費量） 改修後（実測または予想消費量）

●合計 電気〔kWh〕

ガス〔Nm3〕

電気

ガス

計

14,796,400

900,044

145,449

41,402

186,851

5,037

12,317,484

702,455

121,080

32,313

153,393

4,135

17.9%
削減

◎省エネルギー効果

◎使用した省エネ関連機器例

※建物全体のエネルギー消費量に対する割合
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受変電設備 BEMSより
投入／遮断

一般動力 非常用・重要動力

①トランス運転台数最適化
②負荷平準化

空調温度設定値ゆらぎ制御
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繁忙時間帯

許容上限温度

繁忙時許容上限温度

館内基準設定温度

館内基準設定温度

閑散時許容上限温度

BEMSにて登録する設定値管理
スケジュールにより、環境管理基準
の切換を行う。

環境管理基準値の範囲内で、室内
温度設定値ゆらぎ制御を行う。

熱源システム

DDC
コントローラ

DDC
コントローラ

圧力計測器

インバータ

冷温水発生機

電磁流量計

①閑散期／繁忙時環境目標値切換制御
②エンタルピー判断による
　空調機器最適運転
③エネルギー消費分析
④外気冷房、最適起動停止、
　タイムスケジュール等、各種プログラム

熱源設備 空調・動力設備

DDCシステム

電気設備 計測・計量

BEMS

インバータ

モジュトロール
ダンバ

DDC
コントローラ

CO2、湿度センサ

給気温度センサ

放射温度
センサ

S.A.
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インバータ

空調システム

19セット
（内、9台空調機更新）

①外気量制御（CO2＋外気冷房）
②温度設定値ゆらぎ制御
③簡易ナイトバージ制御
④ウォーミングアップ制御
⑤外気温度による室内温度設定カスケード制御
⑥冬期・中間期浸透膜加湿による冷房

人がいるとき 人がいないとき照明設備

①人感センサ内蔵型
　非常用照明自動点灯制御

①熱源最適運転支援
②冷温水2次ポンプ送水圧力最適化制御
③熱源送水温度最適化制御

インバータ盤
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